

























































































































































あるGhost in the Shell（甲殻の中の幽霊）はその回答として生まれてきた
概念であるという。
近年の遺伝子研究では、人間と霊長類の間に決定的な差異がほとんどな
く、明確な境界を引くのが難しいことがわかっている。同様にして、再生
医工学でも「人間らしさ」あるいは「人間性」の境界は今後ますます曖昧
になり、人間／サイボーグ／機械の比較が重要な関心となるだろう。ま
た、技術の発展につれて総合的な人格形成や他人への依存度が薄れ、機械
への依存や身体のモノ化が高まるなど、人間社会そのものの変容も危惧さ
れている。
〈参考〉
松田　純 2005『遺伝子技術の進展と人間の未来―ドイツ生命環境倫理学
に学ぶ』知泉書館
生命環境倫理ドイツ情報センター　編（松田純ほか共訳）2007『エンハン
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